第３節　羽合町の動植物
１　主な野鳥

（１）野鳥と人のかかわり


　最近では地球規模で自然保護、環境の保全が重視され身近な野鳥保護を通して自然保護を進めようという活動も盛んになってきた。「宇野村郷土誌EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（１）),」の)中に、鳥類について、
マナヅル
　「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うみべ),海辺)の関係上渡り鳥の中EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かもめ),鷗)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(う),鵜)、カイツブリ（渡り鳥ではなくて留鳥）、ウミスズメを見、又マナヅル、等のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひしょう),飛翔)するを見ることあり、毎年新緑の頃には少数EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なが),乍)らホトトギスの声を聞くことあり」と述べている。

　特に驚くことは、昔は羽合町にもツルが飛来していたことなど、現在は考えられないことである。恐らく、当時は多種多様な野鳥がいろいろと飛来し、豊かな自然界で生息していたことであろうと推察される。


　さて、現在の羽合町で、鳥と人とのかかわりについて考えてみたい。スズメ・カラスなど年中生息している留鳥は、絶えず身近にいて、人とのかかわりも深い。


　羽合町には梨の果樹園が多く、収穫期になるとカラスの被害を受けるため、カラスとの知恵比べが始まる。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おど),脅)しをしてもやがて見破られ、あまり効果がなくて、最近では捕獲用の金網小屋まで作られたりしている。


　カラス科には、留鳥でくちばしの細いハシボソガラスと、くちばしの太いハシブトガラスが生息している。さらに、冬には大陸から渡来したミヤマガラスが日中でも２００羽前後の群れをつくり、水田でえさを探しているのを見かける。したがって、ミヤマガラスは人にとって利害の関係は今のところないといえる。


　人里の小鳥としては、スズメとツバメがあげられる。
益　　鳥
　ツバメは、昔から害虫を捕食してくれる益鳥として、大切に保護されてきたので、今でも人家の中に巣作りをしている。

　しかし、近年は多量の農薬使用などによって、えさになる昆虫が減り、また、汚染された昆虫の捕食も影響してツバメの個体数の減少が心配されている。

　一方スズメは、稲の収穫期に集団でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もみ),籾)を食べるので、ツバメとは逆に、昔から害鳥扱いにされてきた。しかし、スズメの年間の食性を調べると、害虫や雑草の種子も多く食べるので、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もみ),籾)の被害を大きく上回る有益な働きをしている。

　その他、身近な鳥では、キジバト、トビ、ヒバリなどがあげられる。キジバトは、最近人里で繁殖する傾向がみられ、畑にまいた豆類を食べ荒らすことがあって嫌われることがある。トビは、上昇気流に乗って帆翔する（翼を広げ、羽ばたかないで飛ぶ）ことが多い。このトビは、人にとって害をすることがほとんどなく、人里の食べ残しや、小動物の死体を食べたりしてきれいに掃除をしてくれる。

　町内では、春がすみのころのどかなヒバリの鳴き声を聞くことができる。


　田植え前後になると水田や水辺にいろいろなサギ類が目立ってくる。


　これらのサギ類は、田植え直後の水田に入ると稲の苗が倒れることがあって嫌われたりするが、水田で害をするザリガニを捕食してくれる益もある。

　毎年ウグイスのさえずりで、春の訪れを感じ、学校の夏休みが終わるとともに、庭に来たモズの高鳴きで秋の気配を感じ、やがて東郷池や天神川の水面には、数え切れないカモメたちの姿を見ることができる。
